
プローブパーソンシステムを基本とした総合交通対策ポータルサイトの構築* 

Implementation of the comprehensive traffic measures portal site  
based on a probe person system * 

 

石飛直彦**・菊池厚宏***・羽藤英二**** 
By Naohiko ISHITOBI**・Atsuhiro KIKUCHI***・Eiji HATO**** 

 

 

１．はじめに 

 
昨今，財政緊縮に伴う道路整備規模の縮小の中，

「選択と集中」を前提に，新規道路整備や道路拡幅，交

差点の立体化などが進められているが，特に，幹線道路

を中心とした大規模工事においては，長期にわたる車線

規制を伴うケースがあることから，規制期間中の渋滞悪

化、ひいては社会・経済への甚大な影響が発生するなど

問題を抱えている． 
しかしながら，当該対策としては，交通行動変更を

促す広報活動と、パーク＆ライドなど交通需要マネジメ

ント等支援策の実施に留まっており，また，多岐にわた

る関係機関ごとの情報の散在，あるいは即時性，日々変

動する交通状況への対応への柔軟性などの面において十

分とは言えないのが実状である． 

こうした中，愛媛県松山市の主要渋滞ポイントの一つ

である国道11号小坂交差点においては，渋滞緩和・解

消を目的として交差点立体化工事が着手され，2006年

1月末～2007年3月末までの約１年３ヶ月間に渡り，

車線規制が開始されたところであるが，規制開始前にお

いて，交通容量低下に伴う渋滞の悪化が懸念された． 
本研究は，当該交差点車線規制中の渋滞緩和を目指し、

当該工事，規制，対策等に関わる情報の一元的な提供，

あるいはＧＰＳ携帯電話を用いたプローブパーソンシス

テムを基本とした即時的な道路交通情報を提供する「総

合交通対策ポータルサイト」の構築・実装を行ったもの

である． 
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２．総合交通対策ポータルサイトの構成 

 
図－１及び表－1に構築した総合交通対策ポータルサ

イトのトップページ画面及びサイト構成を示す． 
当該サイトは，国土交通省（四国地方整備局松山河

川国道），大学（愛媛大学），県警（愛媛県警）の３者

が協働運営主体である．このため，当該立体化工事に関

してそれぞれの機関が有する情報・技術を一元提供する

構成とした．  
また，当該サイト・工事に関わる全ての問い合わせ

窓口を一元化する目的で，問い合わせ用メールアドレス

を設置・記載し，内容に応じて，各関係機関で返答を調

整し，上記アドレスから返信する形態とした． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kosaka-cross.jp/ 

図－１ ポータルサイトのトップページ画面 

 

表－１ ポータルサイトの構成 

項  目 内 容 

交差点を知る ・必要性，工事・規制内容，スケジュー

ル，整備効果 等 

環境を学ぶ ・地球温暖化防止の学習講座 

渋滞を減らす ・施策（キャンペーン）紹介 

・ワークショップ資料，ニュースレター等

交通状況を知

る 

・交通流シミュレーション結果（動画） 

・交差点カメラ映像配信 

・所要時間情報（リアルタイム，予報） 

参加する ・モニター募集，モニターページ 

・事業等に関わるプレゼント付きクイズ 



３．プローブパーソンシステムの概要 

 

小坂交差点の車線規制に関しては、規制開始前及び直

後における情報提供が重要となることから，以下に示す

プローブ調査を実施し、当該データをベースとしたシス

テムを構築するとともに，ポータルサイトへの組み込み

を行い，リアルタイム所要時間情報，今日の交通情報，

交通予報（明日・週間）として情報提供を行った． 
 

（１）情報提供用所要時間データの作成 

車線規制中における国道11号の所要時間情報を提供

するにあたり，過年度に作成されている通常時（車線規

制前）の所要時間テーブル（区間別・曜日別・天候別・

時間帯別）と交通流シミュレーション結果から車線規制

中の所要時間テーブルを作成した1）－2）． 
また、上記で作成した車線規制中の所要時間データ

について，実態を踏まえた精度の高いデータ構築を図る

ことを目的として，車線規制中における所要時間データ

を取得し，先に作成したデータテーブルの補正を行った
２）－５）．図－３にデータ作成フローを示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 情報配信用データ作成フロー 

（２）プローブデータの取得 

データ取得には，GPS携帯電話を用いたプローブカ

ー調査とプローブパーソン調査に拠った．調査の概要は

表－１の通りである． 
 

表－２ プローブ調査の概要 

プローブカ

ー調査 

<調査区間・規模> 

・国道11号勝山～牛渕団地前間 12台 

<調査期間：２週間> 

・規制前：平成18年1月16日～1月22日 

・規制中：平成18年1月24日～1月31日 

<調査時間帯> 

・6:00～20:00 

プローブパ

ーソン調査 

<調査対象・規模> 

・渋滞緩和キャンペーンモニター11名 

<調査期間：３週間> 

・規制前：平成18年1月16日～1月22日 

・規制中：平成18年1月23日～2月5日 

 
プローブカー調査は，調査車両にGPS携帯電話を搭

載し，調査区間を繰り返し走行することで、位置・時刻

データを取得する．一方、プローブパーソン調査は，モ

ニターにGPS携帯電話を貸し出し，移動時に常時携帯

してもらい，所定の操作を行ってもらうことで出発地・

目的地・移動目的・移動手段等データを取得するととも

に，移動中，約 10 秒間隔で GPS 位置情報を取得する．

このデータの中から対象区間を車で移動した際のデータ

を抽出し，プローブカー調査データと合わせて，ベース

となる所要時間テーブルにオンラインで反映させた． 
 

（３）ポータルサイトでの所要時間情報提供 

上記により作成された情報配信用データを用い，ポー

タルサイトにおいて，リアルタイム所要時間情報，今日

の交通情報，交通予報として情報提供を行なった．また，

当該情報の利用機会の多くが通勤前，外出先などである

など利便性を考慮し，携帯サイトでも公開した． 
図－３にポータルサイトでの情報提供画面を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－３ 所要時間情報提供画面 

 

予測モデル（平均速度比モデル）インプットデータ作成 
（曜日別・天候別・時間帯別の平均速度比の算出）

通常時所要時間テーブル 

平均速度比モデルの構築 （数量化１類） 
（沿道状況別・平休別・上下別のセグメントモデル）

曜日別・天候別・時間帯別の平均速度比データ作成 

車線規制時速度の予測 
規制時の交通流シミュレーション結果の反映 

曜日・天候・時間帯・区間・
上下方向の該当データ抽出

プローブデータ

補 正 

ポータルサイトでの情報提供 

車線規制時所要時間テーブル 

情報配信用所要時間・速度テーブル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ポータルサイトの評価 

 
（１）ポータルサイト訪問回数 

 図－４に，ポータルサイト開設から車線規制開始を含

む約半年間の訪問回数の推移を示す． 
 サイト訪問回数は，サイト開設当時，60～70回／日

程度で推移していたが，規制開始月（2006年1月）に

入り，規制に関わる新聞記事の掲載等により200回／

日近くにまで増加した．以降，減少傾向にあったが，リ

アルタイム情報や交通予報の情報提供を開始した日

（2006年1月20日）に再度増加し，規制開始前日及

び当日に急激な増加を示すまで継続している．また，規

制開始以降においては減少傾向にあるものの，サイト開

設時から年内までの状況と比較すると100回／日程度

多く，情報提供の効果（定着）が認められる． 
 
（２）問い合わせ回数 

ポータルサイト開設時（2005年9月1日）から

2006年3月31日現在までの７ヶ月間における、問い

合わせメール受付件数はわずか11件（キャンペーンモ

ニターページへのアクセス関連：５件，施策関連：２件，

規制関連：２件，サイトへのリンク関連：１件，その

他：１件）であり，いずれも結果的にクレームと認めら

れるものはゼロであった．また，国土交通省事務所に対

しても，ポータルサイト並びに施策，渋滞に関わる苦情

が１件も入っていないことから，他の広報活動の効果と

合わせ，当該ポータルサイトでの所要時間情報をはじめ

とする各種情報提供の効果があったものと考えられる． 
 
（３）交通予報結果と実績 

 図－５に，ポータルサイトで公開した交通予報データ

と，実際の所要時間結果（2006/1/20～2006/1/31）とを

時間帯別のみに着目し比較した結果を示す． 
実態として日々の変動幅が最大４分程度あるものの，

総じて，予報データは実績データと概ね同様な値を示し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 交通予報データと実績所要時間の比較 
 
ており，適切な情報提供がなされたものと考えられる． 
 
５．おわりに 

 

本研究においては、車線規制を伴う工事に関する各

種情報の一元的提供及び，プローブパーソンシステムを

用いた所要時間提供等を基本とした総合交通対策ポータ

ルサイトの構築と実装を行った． 
その結果，長期の車線規制等必要時における，ポー

タルサイトでの情報提供の効果，並びにプローブパーソ

ンシステムの信頼性について一定の効果が確認された． 
今後は，サイト訪問者の定着・拡充のためのコンテ

ンツの充実・追加，プローブパーソンデータの継続取得

による精度向上，詳細な効果計測と結果の公表（デイリ

ーレポート）等について検討・実装していく予定である． 
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図－４ ポータルサイト訪問回数 
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